
若草小学校区・桜台小学校区 合同研修会 
～架け橋期のカリキュラムの作成に向けて～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

９月１２日（木）No.１２ 

【参加小学校・参加園】桜台小学校・若草小学校  
あおいそら保育園・麻溝台保育園・さがみひかり幼稚園・誠心第二幼稚園    

  7 月２５日（木）に、相模台公民館にて、若草小学校区・桜台小学校区 第２回幼保小連絡会（研修会）が行われました。年に 
３回行われている幼保小連絡会。今回は、拡大版として、合同研修会が企画されました。 

最初に「幼保小の架け橋プログラムと架け橋期のカリキュラム作成について」という題で学校教育課 指導主事の話、その後、 
園と学校の職員による小グループでの協議が行われました。 
  グループ協議後の共有の場面では、「『やりたい』から『できた』の達成感を増やしていく」「自分の成長を感じられるように」 
「他者意識」「経験」「友だち同士の関わり」「教師の意図的な雰囲気づくり」等、架け橋期のカリキュラムの作成につながるキー 
ワードが聞かれました。園と学校双方の協力により、職員全体が幼児教育、学校教育について互いに学び合う機会となりました。 
  先生方が自分の言葉で教育・保育について語り、分かりやすく伝える協議は、「主体的・対話的で深い学び」について考え、 
実践を振り返ることにもつながります。その子どもの姿は、先生方の意図的な環境構成や環境づくりから生まれた姿かもしれませんし、無意識のうちに行っていた関わり方や
環境構成や環境づくりを意識するきっかけになるかもしれません。実質的な実践や対話を重視し、教育・保育の根底を支えるものや子どもたちの育ちや学びを支える取組を
可視化していきましょう。 

テーマ「主体性」   ～「架け橋期のカリキュラム作成シート」を使って協議 付箋を使って「見える化」～ 

【Point】子どもの姿を起点として 
園や学校ではどんな活動をしているの？ 環境構成や環境づくりで意識していることは？ 先生の関わり方は？ 

 

【Point】組織的な体制づくり 
      幼保小連携担当者だけでなく、学校全体・園全体で幼保小連携について学ぶ 
 


